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スポーツ少年団と連携しているクラブ
特  集

少年団との連携事業概要（少年団大会の開催）1
（１） 名　称 ..........はしかみSSC杯ミニバスケットボール大会
 会　場 .......... 地域の小学校体育館(2校)
 参加チーム.... 8単位団(第1回)→15単位団(第3回)
 　　　　　　(近隣市町村や隣接する岩手県から参加)
 参加料 .......... 4,000円／ 1単位団(第１回大会)→5,000円/1単位団(第3回大会)
 大会期間....... 2日間(土曜日・日曜日)
 運　営 .......... 各チームからの帯同審判を派遣

（２） 名　称 ..........はしかみSSC杯学童野球大会
 会　場 .......... 地域の小中学校のグラウンド
 参加チーム.... 8単位団(近隣市町村や隣接する岩手県から参加)
 参加料 .......... 4,000円／ 1単位団
 大会期間....... 2日間(土曜日・日曜日)
 運　営 .......... 各チームからの帯同審判を派遣

少年団と連携したキッカケ2
　「はしかみ総合スポーツクラブ（以下、クラブ）」(青森県三戸郡階上町)は、クラブ創設準備期に学校関係者や地
域住民に対して説明会を複数回実施し、要望などを聞いた結果、クラブ設立時には、地域の小学校運動部活動・
少年団活動におけるスポーツ安全保険に係る諸業務をクラブが代行することとなりました。その後、さらにクラブと
して子ども達に何ができるのかを検討する中で、以下の理由からクラブ主催で少年団大会を開催することとしました。

○大会を実施した理由
・クラブの地域貢献活動(保険に係る諸業務の代行だけでは地域貢献度が薄い)
・少子化による試合経験不足の解消

総合型地域スポーツクラブ公式メールマガジン
日本体育協会

はしかみ総合スポーツクラブ
～クラブがスポーツ少年団大会を開催、クラブ教室からスポーツ少年団を設立～ 

○スポーツ少年団(以下、少年団)のスポーツ安全保険に係る諸業務をクラブが代行[250名分]
○地域の少年団が参加できる大会を主催
○クラブのサッカー教室を少年団登録

キーポイント



少年団設立のキッカケ3
　クラブでは、所在地域にサッカー教室や少年団が無かったことから、平成24年1月から3カ月の期間限定でサッ
カー教室を実施しました。クラブが想定したよりも多くの参加があり、教室継続を希望する声も多かったため、4
月から正規教室となりました。現在はクラブの専属コーチとして、公益財団法人日本サッカー協会(ＪＦＡ)公認指
導者である玉懸敦氏が指導を行っています。
　そして、少年団登録すると各種大会にも参加できることから、平成24年10月にサッカーチームを設立、平成25
年4月にチームを少年団登録しました。そのことがキッカケで県内のサッカー情報誌がクラブのスポンサーとなり、
定期的にクラブの情報を掲載していただいています。

クラブとしての今後の展望4
　期間限定でスタートしたサッカー教室は、現在クラブの主力教室となっています。参加者も多いことから今後は
少年団の育成母集団を組織化し、クラブとの連携協力体制を築いていきたいと考えています。
　また、ミニバスケットボール大会や学童野球大会に続き、クラブ主催のサッカー大会を開催し、近隣市町村のク
ラブや少年団との交流が図れるよう検討しています。大会の認知度が上がるにつれて問合わせや参加希望の声も
増えていますが、開催場所が限られていることから大会規模を大きくすることは難しい状況です。クラブでは、む
やみに規模を大きくするよりも、よりきめ細かな部分に配慮した大会として長く継続することを考えています。

（公益財団法人青森県体育協会クラブアドバイザー　佐藤　龍哉）

　(少子化による団員数減少に伴う試合数の減少や、大会に勝たないと多くの試合を経験できないことなど、子ども
　達が経験できる試合数が少ない状況にあった)
・地域住民への広報活動(チラシの配布などにより認知度向上につながる)

○大会運営上のポイント
・町内の少年団には全単位団(3校)に参加いただく。
・近隣市町村の少年団にはクラブマネジャーが直接交渉し参加を呼び掛けた。
・会場設営や撤収も全単位団で行う。
・運営費については全て参加料の範囲内で対応した。

○大会実施の効果
・行政主催の大会では参加が難しいと思われる他県の少年団に参加いただいた。
・勝敗にこだわらず試合時間の短縮などを行うことにより、より多くの子ども達に試合を経験させることができた。
・大会名にクラブ名を使用したことで、町内に限らず近隣市町村までクラブの認知度向上を図ることができた。



クラブプロフィール

設立年月日
地 域
運 営

特 徴
連 絡 先

平成22年3月27日
青森県三戸郡階上町(農林水産業が盛ん、八戸市に隣接し市内へ通勤・通学する人も多い)
会員数　100名（平成25年4月現在）
予算規模　約960万円（平成25年度）
器械体操やツリーイング(木登り)など他クラブにはない種目を実施している
〒039-1201　青森県三戸郡階上町道仏字耳ヶ吠32-21
TEL：0178-38-9352　FAX：0178-38-9353
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nakajo@kkf.biglobe.ne.jp


